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ヤンマー社との国内農業機械製品の開発・生産分野における協業拡大に関するお知らせ 

     

                                             

当社およびヤンマー株式会社は、本日、日本国内の農業機械製品の開発・生産分野での協業を拡大す

ることについて両社基本合意に達しましたのでお知らせいたします。 

本件に関する詳細につきましては、別紙プレスリリースをご参照ください。 

 

以  上 



 
 

 
2017 年 2 月 10 日 

 
ヤンマー株式会社 
井関農機株式会社 

 

国内農業機械製品の開発・生産分野における協業拡大のお知らせ 

 
ヤンマー株式会社（本社：大阪府大阪市、社長：山岡健人、以下ヤンマー）と井関農

機株式会社（本社：愛媛県松山市、社長：木下榮一郎、以下井関農機）はこのたび、日

本国内の農業機械製品の開発・生産分野での協業を拡大することについて両社基本合意

に達しましたのでお知らせいたします。 

 
日本農業は、農家戸数が減少する中、担い手に向けての農地集積、主食米から他作物

への転換等、大きく変化してきております。このような背景から、国内農業機械市場に

おいてはメーカーの販売台数減少が続く一方で、規模拡大を目指す担い手に向けた大型

機械から中山間地等小規模区画で根強い需要のある小型機械までの幅広いバリエーシ

ョンニーズ、機械化が遅れている作物別野菜作機械への多様な開発ニーズに対応する課

題にわたしどもは直面しています。 
さらに農家の皆様からは、生産資材費低減に向けてのシンプル仕様から労働力不足を

背景とした省力化に対応する先端技術を織込んだ自動化仕様等、少量多品種の製品提供

を要望されています。 

 
 こうした環境を踏まえ、ヤンマーと井関農機は、日本農業の活性化に向け、競争関係

を超えて協力することが必要との共通認識に立ち、両社が持つ開発・生産リソースや技

術ノウハウを補完し合うことを基本として、以下の項目に関して国内農業機械製品の開

発・生産分野における協業の拡大に取り組んでまいります。 

 
【協業を進める内容】 
１． 製品の相互 OEM 供給 

① 縮小する稲作専用製品への対応 
稲作市場において需要の減少が著しい中山間地向け小型製品や各種稲作専用製

品群において、製品をお互いが補完し合う形で生産し、相互に OEM 供給する事

で安定した市場供給維持を目指してまいります。 
一昨年より籾摺り機や計量選別機の分野で相互OEM供給をスタートさせており、

今後も両社間で協議し、品目数を増やしていく予定です。 

 
 
 



② 拡大する畑作野菜作関連製品の充実 
拡大する畑作野菜作市場において両社が保有する畑作野菜作製品の相互OEM供

給にて品揃えを拡大し、多様化するお客様のニーズに対応してまいります。 
現在すでに、お互いが得意とする野菜作関連製品においてヤンマーより井関農機

へ野菜収穫機を、井関農機からヤンマーへ野菜移植機の OEM 供給をスタートさ

せています。今後両社における作物毎の野菜作機械の製品ラインアップの充実を

はかり、一貫体系を確立していく予定です。 

 
２． 製品の共同開発の検討 

今後大きく変化する日本市場に対応していくため、それぞれ自社だけの開発・生産

では課題が発生する製品については、共同開発により新製品の開発・生産に関わる

コスト等の課題解決を図りながら市場供給を実現させ、お客様のニーズにお応えし

てまいります。 

 
３． 機能性ユニットの共通化拡大 

各々が独自で開発・生産を手掛ける製品についても、機能性ユニットを相互供給す

ることで、開発・生産に関わるコスト・負担軽減と効率化を図り、様々なバリエー

ションニーズに応えてまいります。 

 
４． 農業 ICT 分野における協業 

市場のニーズが拡大する農業 ICT 分野においても、現在両社がそれぞれ研究開発

を進めています。今後その普及に関し、機械通信サービス領域における協業を検討

してまいります。その第一弾として、ヤンマーがエンジンやマリン、コージェネレ

ーション分野において培った高度な“GPSと通信端末を搭載したM2M（エムtoエム）

システム”「スマートアシスト」を井関農機の農業機械用にアレンジしたシステム

を井関農機製品に搭載し、お客様にとってより使いやすいサービスを両社で提供し

てまいります。 

 
ヤンマーと井関農機の両社は今回の協業拡大により、農業機械という分野において 

日本農業が抱える様々な課題に柔軟に対応していくとともに、日本農業の発展に貢献す

べく、担い手の皆様はもちろんのこと小規模農家、ホビー農家に至るまで全ての農業者

の皆様方の期待に応えるソリューション企業となって応援していきます。 
以上 

【本件に関するお問合せ先】 

ヤンマー株式会社 経営企画ユニット ブランドコミュニケーション部 広報グループ 

TEL: 06-6376-6212 E-mail: koho@yanmar.com 

 

井関農機株式会社 IR・広報室 

TEL：03-5604-7709 E-mail：isk-info@iseki.co.jp 
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